
ベーシック編

4 つの要素からフラップをみれば，
わかる，できる

血流，軟組織・硬組織の形態，歯間部歯肉の幅や厚みなど
の解剖学的要因など，さまざまな要因に対する対応と 
処置について解説！

複雑なフラップデザインを「歯頸部の切開」「歯間部の切
開（歯根間切開） 」「遠心端の切開」「縦切開」の４つの要
素にわけて分析し，主要な各々の切開のポイントを解説．

フラップが壊死しない，裂開しないためのバイオロジーと，
弁を確実に閉鎖するためのポイントがわかる！

　再生療法ではさまざまなフラップデザインが提唱されて
きた．その切開線にはそれぞれ意味があり，各症例で適宜
修正して組み合わせる必要がある．フラップデザインには
公式のようなものはあるが，すべてに当てはめられるもの
ではなく，各構成要素の意義や目的を理解し，適宜組み立
てていくことが大切なのである．本書ではこのフラップを
構成する 4 つの要素，フラップデザインと治癒・再生に
影響を与える種々の要因について解説したい．

フラップデザイン
4つの要素でわかる再生療法のための
切開線の理由，原則，組み立て
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